
⑤ 福祉計画の実際

○ 福祉計画の評価方法

④ 福祉計画の主体と方法

③ 福祉計画の意義と目的

② 福祉行財政の動向

○ 福祉計画の策定方法と留意点

・ 問題分析と合意形成過程

・ その他

○ 福祉計画の策定過程

・ 地域福祉計画、老人保健福祉計画、
介護保険事業計画、障害福祉計画

・ その他

・ 福祉事務所の現業員、査察指導員

・ 児童福祉司

・ 身体障害者福祉司

・ 知的障害者福祉司

・ その他

○ 福祉計画の種類

○ 福祉計画の主体

○ 福祉行財政と福祉計画の関係

○ 福祉計画における住民参加の
意義

○ 福祉計画の意義と目的

含まれるべき事項ねらい

○ 福祉行政における専門職の役
割

想定される教育内容の例シラバスの内容
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社会保障（６０時間）

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

○ 医療保険制度の概要

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

○ 年金保険制度の概要⑥ 社会保障制度の体系

○ 社会扶助の概念と範囲

○ 社会保険の概念と範囲④ 社会保険と社会扶助の関係

○ 社会保障給付費

③ 社会保障の財源と費用

② 社会保障の概念や対象及びそ
の理念

⑤ 公的保険制度と民間保険制度
の関係

・ 民間年金保険、民間医療保険、民
間介護保険

・ その他

○ 公的施策と民間保険の現状

○ 国民負担率

○ 社会保障の財源

・ 男女共同参画

・ ワークライフバランス

・ その他

○ 社会保障制度の発達

○ 社会保障の対象

○ 社会保障の理念

○ 社会保障の役割と意義

○ 社会保障の概念と範囲

① 現代社会における社会保障制
度の課題（少子高齢化と社会保障
制度の関係を含む。）

含まれるべき事項

・ 現代社会における社会保障制度の課
題（少子高齢化と社会保障制度の関係
を含む。）について理解する。

・ 社会保障の概念や対象及びその理
念等について、その発達過程も含めて
理解する。

・ 公的保険制度と民間保険制度の関係
について理解する。

・ 社会保障制度の体系と概要について
理解する。

・ 年金保険制度及び医療保険制度の
具体的内容について理解する。

・ 諸外国における社会保障制度の概要
について理解する。

ねらい

○ 労働環境の変化

○ 人口動態の変化、少子高齢化

想定される教育内容の例シラバスの内容
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⑧ 医療保険制度の具体的内容

○ 国民年金⑦ 年金保険制度の具体的内容

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

○ 家庭手当制度の概要

⑨ 諸外国における社会保障制度
の概要

○ 先進諸国における社会保障制
度の概要

○ 各種共済組合の医療保険

○ 健康保険

○ 国民健康保険

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

・ 制度の目的、対象、給付内容、財
源構成

・ その他

○ 各種共済組合の年金

○ 厚生年金

○ 生活保護制度の概要

○ 社会福祉制度の概要

○ 雇用保険制度の概要

含まれるべき事項ねらい

○ 労災保険制度の概要

○ 介護保険制度の概要

想定される教育内容の例シラバスの内容
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低所得者に対する支援と生活保護制度（３０時間）

○ その他の施策との連携

○ 労働施策との連携

・ 連携の方法

・ 連携の実際

・ その他

○ 保健医療との連携⑤ 生活保護制度における多職種
連携、ネットワーキングと実際

○ 査察指導員の役割

○ 現業員の役割④ 生活保護制度における専門職
の役割と実際

○ ハローワークの役割

③ 生活保護制度における組織及
び団体の役割と実際

② 生活保護制度 ・ 生活保護法の目的、基本原理、保
護の原則、保護の種類と内容、保護の
実施機関と実施体制、保護の財源、保
護施設の種類、被保護者の権利及び
義務、生活保護の最近の動向

・ その他

・ 生活扶助、医療扶助、その他の扶
助等の動向

・ 低所得者層の生活実態とこれを取
り巻く社会情勢、福祉需要の実態

・ その他

○ 市町村の役割

○ 都道府県の役割

○ 国の役割

○ 生活保護法の概要

① 低所得階層の生活実態とこれを
取り巻く社会情勢、福祉需要と実際

含まれるべき事項

・ 低所得階層の生活実態とこれを取り
巻く社会情勢、福祉需要とその実際につ
いて理解する。

・ 相談援助活動において必要となる生
活保護制度や生活保護制度に係る他の
法制度について理解する。

・ 自立支援プログラムの意義とその実
際について理解する。

ねらい

○ 生活保護費と保護率の動向

○ 低所得者層の生活実態とこれ
を取り巻く社会情勢、福祉需要

想定される教育内容の例シラバスの内容
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⑨ 低所得者への住宅政策

⑩ ホームレス対策 ○ ホームレス自立支援法の概要

⑧ 低所得者対策

⑦ 自立支援プログラムの意義と実
際

○ 公営住宅

○ 無料低額診療制度

○ 低所得者に対する自立支援の
実際

○ 生活福祉資金の概要

○ 自立支援プログラムの実際

○ 自立支援プログラムの作成過
程と方法

○ 自立支援プログラムの目的

⑥ 福祉事務所の役割と実際

含まれるべき事項ねらい

○ 福祉事務所の活動の実際

○ 福祉事務所の組織体系

想定される教育内容の例シラバスの内容
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地域福祉の理論と方法（６０時間）

③ 地域福祉に係る組織、団体及び
専門職や地域住民

② 地域福祉の主体と対象

・ 社会福祉士、社会福祉協議会の地
域福祉活動専門員、介護相談員、認
知症サポーター、その他の者の役割

○ 専門職や地域住民の役割と実
際

・ 地方自治体、社会福祉法人、特定
非営利活動法人、社会福祉協議会、
民生委員・児童委員、共同募金、自治
会、ボランティア組織、企業、生活協同
組合、農業協同組合

・ その他

○ 行政組織と民間組織の役割と
実際

・ 地域福祉の推進

・ その他

○ 社会福祉法

○ 地域福祉の対象

・ 人権尊重、権利擁護、自立支援、
地域生活支援、地域移行、社会的包
摂

・ その他

・ 定義

・ その他

○ 地域福祉の主体

○ 地域福祉におけるアウトリーチ
の意義

○ 地域福祉における住民参加の
意義

○ 地域福祉の発達過程

① 地域福祉の基本的考え方

含まれるべき事項

・ 地域福祉の基本的考え方（人権尊重、
権利擁護、自立支援、地域生活支援、
地域移行、社会的包摂等を含む。）につ
いて理解する。

・ 地域福祉の主体と対象について理解
する。

・ 地域福祉に係る組織、団体及び専門
職の役割と実際について理解する。

・ 地域福祉におけるネットワーキング
（多職種・多機関との連携を含む。）の意
義と方法及びその実際について理解す
る。

・ 地域福祉の推進方法（ネットワーキン
グ、社会資源の活用・調整・開発、福祉
ニーズの把握方法、地域トータルケアシ
ステムの構築方法、サービスの評価方
法を含む。）について理解する。

ねらい

○ 地域福祉の理念

○ 概念と範囲

想定される教育内容の例シラバスの内容
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・ 量的な福祉ニーズの把握方法と実
際

・ その他

・ 福祉サービスの第三者評価事業、Ｉ
ＳＯ、ＱＣ活動、運営適正化委員会

・ その他

・ ストラクチャー評価、プロセス評価、
アウトカム評価

・ その他

・ 地域トータルケアシステムに必要な
要素

・ 地域トータルケアシステムの構築方
法と実際

・ その他

・ 質的な福祉ニーズの把握方法と実
際

・ その他

・ 地域における社会資源の活用・調
整・開発の意義や目的と留意点及び
その方法と実際

・ その他

・ ネットワーキング（多職種・多機関と
の連携を含む。）の意義と方法及び実
際

・ その他

○ 地域における福祉サービスの
評価方法と実際

○ 地域トータルケアシステムの構
築方法と実際

○ 地域における福祉ニーズの把
握方法と実際

④ 地域福祉の推進方法

含まれるべき事項ねらい

○ 地域における社会資源の活用・
調整・開発

○ ネットワーキング（多職種・多機
関との連携を含む。）

想定される教育内容の例シラバスの内容
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